
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手洗いのポイント 
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①両手の掌をよくこする 

 

 暑い日々が続く中、プールの季節が近づいてきました。福島市では現在、プール熱（咽頭結膜炎） 

が小流行しています。以下のポイントに注意して予防しましょう！ 
 

プール熱（咽頭結膜炎）は、アデノウイルスが目や口から侵入し、潜伏期間の５日～７日を経て 

38度以上の高熱やのどの痛み、目の充血などの症状を引き起こします。（おう吐や下痢もみられます） 

 

プールでの感染が多いですが、普段の生活の中でもタオルなどを介して感染することがあります。 
 

★予防のポイント 
 

・普段からの手洗い、うがいの励行 

石鹸と流水で洗い、ウイルスを排除しましょう。 

・プール前後のシャワー・うがいの励行 

・タオルなどを共有しない 

 

回復後もおよそ１ヶ月は、 

便にウイルスが出ます。 

症状が治まってからも周りに 

うつさないように手洗いや 

うがいを徹底しましょう！ 

 

福島市保健所 感染症だより 
平成３０年度 第３号 

◆福島市の感染症発生状況（5～6月にかけて） 
 

咽頭結膜熱(プール熱)、感染性胃腸炎の流行がみられます。 

A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎の小流行がみられます。 
 

②手の甲をこすり洗いする 

福島県内で梅毒などの性感染症の報告が 

増えています。正しい知識と予防方法で 

自分だけではなく大切な人も守りましょう！ 

詳しくは次号をご覧ください！ 

若い世代の性感染症が増えています 

③指先を入念にこする 

④指の間を十分に洗う ⑤親指と掌をねじ洗いする ⑥手首も忘れずに洗う 

 福島県の感染症発生動向について https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21910a/kansenshojoho.html 

手洗いは感染症予防の基本です！正しい手洗いで発症の予防に努めましょう！ 


